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●新品のパッドは吸水が悪い場合があります。バッファーにしばらく浸すなどして馴染ませてからご使用ください。
使用後のパッドは水洗いして自然乾燥してください（乾燥機等に入れると吸水力が低下します）。

品名／型名 Gキャピラリーブロッター Cセット Gキャピラリーブロッター Dセット
最大ゲル寸法 150×220mm 120×120mm

製品構成

パッド槽 PB-2426
（ベース部350×220mm、槽内寸290×200×40Hmm）
バッファー槽（上部）BF-2426
パッド P-1824（180×240mm） パッド P-1515（150×150mm）

価格 ¥123,000 ¥109,000

ハイブリダイゼーション用ブロッティング装置

Gキャピラリーブロッター Cセット/Dセット

従来は、メンブレンをゲルの上に置き、ペーパータオルがバッファーを吸い上げる力
でバンドをメンブレンに転写していました。つまり重力に逆らっていたわけです。本製
品ではメンブレンをゲルの下にすることで、ペーパータオルがバッファーを吸収する力

（capillary force）に重力（gravity）を加えた相乗効果を得られるようにし、より効果
的で迅速な転写を実現しました。分子量の大きいDNA/RNA でもスムーズに転写され
ます。（構造は次ページをご覧ください）

2時間で効果的な転写、
分子量の大きいDNA/RNAにも

制限酵素でヒトゲノムDNAを切断してアガロースゲル電気泳動により分画した後、エチ
ジウムブロマイドで染色してUVトランスイルミネーターで確認しました（図1）。

ゲルは後述のトランスファーにて比較実験を行うため、2 枚用意しました。続いてこの
ゲルを使用し、トランスファーを行いました。2 時間の下降式と一晩かけた従来法を比
較するため、トランスファー終了後のゲルを再びエチジウムブロマイドで染色し、ゲル内
の残存DNA を調べました（一晩かけた従来法：図2a、2 時間かけた下降式パッド法：
2b）。

下降式パッド法では、DNA の残存は見られませんでしたが、メンブレンにDNA がトラン
スファーされたことを確認するために、ハイブリダイゼーションも行いました（図3 のA、
B、C、D）。A は従来式（10 ×SSC バッファー）、B 〜D は下降式（それぞれアルカリ、20
×SSC、10 ×SSC のバッファーを使用）。2 時間の下降式では、いずれのバッファーにお
いても一晩の従来式と同等以上のパフォーマンスを確認できました。

下降式の効果：サザンブロットハイブリダイゼーション（左図）

下降式による効率化と吸水パッドの効果で、バッファー量が少なくて済みます。
従来よりも少量のバッファーでOK

ペーパータオルの使用量を減らすために、吸水パッドを採用しました。使用後に水で洗っ
て自然乾燥させることで、何回でも使用できます。

何回でも使用可能な樹脂製の吸水パッド

下降式パッド法は『パッド』やペーパータオルによる吸水力
に加えて重力によりバッファーの移動が促進されるため
トランスファーの効率が向上します。

●分子量の大きいDNA/RNAでもスムーズに転写
●水洗いして何回でも使用できる樹脂製吸水パッド
●少ないバッファー量でもOK

●電気泳動装置➡ P.192

更に詳しい情報は QRコードまたは https://taitec.info/2026b/193 にて

●サザンブロットにおけるトランスファー
●ノーザンブロットにおけるトランスファー

 下降式


